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研究要旨 

インスリンを使用していない 2 型糖尿病患者におけるフラッシュグルコースモニタリング（FGM）の

有用性を従来の血糖自己測定機器（SMBG）と比較検討した。3ヶ月の FGMもしくは SMBGに利用は 3ヶ月

後の HbA1c値が有意に改善した。また、6ヶ月では SMBG群と比較して FGM群は有意な HbA1c値の低下を

示した。インスリンを用いない 2型糖尿病患者において FGMによる血糖自己測定は 2型糖尿病重症化予

防に有用な方法である可能性が示された。 

 

 

A．研究目的 

近年、体に装着したセンサーにより 24 時間連

続で最長 2週間の血糖値に相当するグルコース値

を測定する機器が普及し、国内においても普及し

始めている。現在のところ保険診療ではインスリ

ンを使用している患者が利用対象であるが、その

測定の簡便さおよび食後血糖測定の容易さはイ

ンスリンを使用していない 2型糖尿病患者におい

ても有用であることが期待されるため本研究を

実施した。 

 

B．研究方法 

インスリンを用いていない 2型糖尿病患者を

ランダムに各群 50名ずつ 2群に分け、FGMを用

いた血糖測定を行った後、共通のパンフレット

をもちいて食前血糖、食後血糖の測定意義につ

いて教育をおこなった後、一方の群には従来の

SMBG機器による血糖自己測定を、もう一方の群

には FGMを用いたグルコース値の測定を 3ヶ月

間実施した。3 ヶ月後には両群とも血糖測定を

終了し、3 ヶ月後、6 ヶ月後の HbA1c 値を測定

した。 
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C.研究結果 

3 ヶ月後には両群ともに有意な HbA1c 値の改

善がみられた。6 ヶ月後に SMBG 群と比較して

FGM 群で有意に低い HbA1値が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D．考察 

血糖自己測定はインスリンを用いない 2型糖

尿病患者においても、HbA1c 値の有意な改善を

もたらした。インスリンを使用しない 2型糖尿

病患者においても良好な血糖管理に血糖自己

測定は有用であると考えられた。一方、血糖自

己測定期間は 3ヶ月間と限られた期間にもかか

わらず、FGM を用いた群では 6 ヶ月後において

も HbA1c の低下が持続していた。FGM による血

糖自己測定は測定結果が連続的で結果の理解

が容易であり、また 1回毎の測定毎の採血を要

さない簡便さから頻回の血糖値の確認が容易

となるため食後血糖の変化を患者自身が従来

の SMBG よりも容易に把握でき、食行動を含め

た生活習慣の改善に貢献した可能性が考えら

れた。 

 

E．結論 

インスリンを使用していない 2型糖尿病患者

の重症化予防において、FGM による血糖自己測

定は有用である可能性が示された。 
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